
平成２０年度　新規採択に係る事前評価実施地区一覧表
３　補助事業
（３）森林居住環境整備事業

総便益　　Ｂ 総費用　Ｃ  分析結果 Ⅰ　必須事項 　　　　　　　　　Ⅱ　　優先配慮事項
事業実施地区名 事業実施主体 （千円） （千円） １ 有効性 ２　効率性 ３　事業の実施環境等

整理 都道府 種 Ｂ／Ｃ
番号 県名 市町村名 地区名 (1) (2) (1) (1) (2) (3)

類
1 2 3 4 5 6 ① ② ① ② ③ ④ ⑤

① 0
② 0
③ 0
④ 1,190,651
⑤ 564,905
⑥ 0
⑦ 25,085
⑧ 69,955
⑨ 0
⑩ 0
⑪ 27,466
計 1,878,062
① 0
② 0
③ 0
④ 1,398,358
⑤ 1,009,133
⑥ 0
⑦ 0
⑧ 0
⑨ 0
⑩ 0
⑪ 0
計 2,407,491
① 0
② 0
③ 0
④ 1,465,107
⑤ 1,244,326
⑥ 0
⑦ 0
⑧ 0
⑨ 0
⑩ 0
⑪ 0
計 2,709,433
① 0
② 0
③ 0
④ 490,809
⑤ 3,021,399
⑥ 0
⑦ 0
⑧ 546,549
⑨ 70,957
⑩ 0
⑪ 28,723
計 4,158,437

【便益の種類】
　総便益の内訳については、便益の種類（①水源かん養便益、②山地保全便益、③環境保全便益、④木材生産等便益、⑤森林整備経費縮減等便益、⑥一般交通便益、⑦森林の総合利用便益、 ⑧災害等軽減便益、⑨維持管理費縮減便益、
⑩山村環境整備便益、⑪その他の便益）を種類の欄に番号を付した上で各便益を記載。
　なお、「⑥一般交通便益」は国土交通省の道路、街路事業と算定手法を共通化している。
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平成２０年度　新規採択に係る事前評価実施地区一覧表
３　補助事業
（３）森林居住環境整備事業

総便益　　Ｂ 総費用　Ｃ  分析結果 Ⅰ　必須事項 　　　　　　　　　Ⅱ　　優先配慮事項
事業実施地区名 事業実施主体 （千円） （千円） １ 有効性 ２　効率性 ３　事業の実施環境等

整理 都道府 種 Ｂ／Ｃ
番号 県名 市町村名 地区名 (1) (2) (1) (1) (2) (3)

類
1 2 3 4 5 6 ① ② ① ② ③ ④ ⑤

備 考

① 0
② 0
③ 0
④ 1,405,701
⑤ 1,120,710
⑥ 0
⑦ 0
⑧ 845,523
⑨ 69,785
⑩ 0
⑪ 24,766
計 3,466,485
① 0
② 0
③ 0
④ 915,210
⑤ 1,150,080
⑥ 171,320
⑦ 22,857
⑧ 20,387
⑨ 5,890
⑩ 1,467,101
⑪ 70,765
計 3,823,610
① 0
② 0
③ 0
④ 1,594,837
⑤ 607,696
⑥ 0
⑦ 600,748
⑧ 21,553
⑨ 6,101
⑩ 0
⑪ 20,661
計 2,851,596
① 0
② 0
③ 0
④ 552,448
⑤ 1,121,184
⑥ 0
⑦ 0
⑧ 266,336
⑨ 6,086
⑩ 0
⑪ 16,847
計 1,962,901

【便益の種類】
　総便益の内訳については、便益の種類（①水源かん養便益、②山地保全便益、③環境保全便益、④木材生産等便益、⑤森林整備経費縮減等便益、⑥一般交通便益、⑦森林の総合利用便益、 ⑧災害等軽減便益、⑨維持管理費縮減便益、
⑩山村環境整備便益、⑪その他の便益）を種類の欄に番号を付した上で各便益を記載。
　なお、「⑥一般交通便益」は国土交通省の道路、街路事業と算定手法を共通化している。

Ａ ＡＡ Ｂ Ａ ＡＡＢ○ Ａ Ａ Ａ○ ○ ○ ○

Ａ Ａ

8 高知県 香美市 物部
ものべ

高知県 1,261,324 1.56 ○

Ａ Ｂ Ａ ＢＡ Ｂ○ Ａ Ａ Ｂ○ ○ ○ ○

Ａ Ａ

7 広島県
広島市

廿日市市
太田川林業
おおたがわりんぎょうち

地基幹線
きかんせん

広島県 1,673,558 1.70 ○

Ａ Ｂ Ａ ＡＡ Ｂ○ Ｂ Ｂ Ａ○ ○ ○ ○

A A

6 岐阜県
白川町、

東白川村、
中津川市

白川流域
しらかわりゅういき

地区
･ちく

岐阜県、
(仮)岐阜ﾌﾟﾗｲｳｯﾄﾞ

事業協同組合
2,672,367 1.43 ○

A B B AA B○ B A A○ ○ ○ ○山梨県 2,290,490 1.51 ○5 山梨県 都留市 都留
つる



平成２０年度　新規採択に係る事前評価実施地区一覧表
３　補助事業
（３）森林居住環境整備事業

総便益　　Ｂ 総費用　Ｃ  分析結果 Ⅰ　必須事項 　　　　　　　　　Ⅱ　　優先配慮事項
事業実施地区名 事業実施主体 （千円） （千円） １ 有効性 ２　効率性 ３　事業の実施環境等

整理 都道府 種 Ｂ／Ｃ
番号 県名 市町村名 地区名 (1) (2) (1) (1) (2) (3)

類
1 2 3 4 5 6 ① ② ① ② ③ ④ ⑤

備 考

① 0
② 0
③ 0
④ 447,375
⑤ 1,059,010
⑥ 0
⑦ 473,689
⑧ 0
⑨ 4,962
⑩ 0
⑪ 31,393
計 2,016,429
① 0
② 0
③ 0
④ 1,120,891
⑤ 1,949,429
⑥ 399,687
⑦ 24,659
⑧ 135,700
⑨ 0
⑩ 0
⑪ 43,253
計 3,673,619
① 0
② 0
③ 0
④ 352,596
⑤ 1,728,467
⑥ 0
⑦ 52,494
⑧ 328,887
⑨ 0
⑩ 0
⑪ 10,664
計 2,473,108
① 0
② 0
③ 0
④ 1,280,231
⑤ 113,313
⑥ 141,855
⑦ 0
⑧ 236,948
⑨ 20,890
⑩ 0
⑪ 172,483
計 1,965,720

【便益の種類】
　総便益の内訳については、便益の種類（①水源かん養便益、②山地保全便益、③環境保全便益、④木材生産等便益、⑤森林整備経費縮減等便益、⑥一般交通便益、⑦森林の総合利用便益、 ⑧災害等軽減便益、⑨維持管理費縮減便益、
⑩山村環境整備便益、⑪その他の便益）を種類の欄に番号を付した上で各便益を記載。
　なお、「⑥一般交通便益」は国土交通省の道路、街路事業と算定手法を共通化している。

Ａ ＡＡ Ｂ Ｂ ＡＡ Ｂ○ Ｂ Ａ Ａ○ ○ ○ ○

Ａ Ａ

12 大分県 佐伯市 宇目蒲江線
うめかまえせん

大分県 1,747,820 1.12 ○

Ａ Ａ Ａ ＢＡ Ｂ○ Ｂ Ａ Ａ○ ○ ○ ○

－ Ａ

11 熊本県 天草市 下天草東部
しもあまくさとうぶ

熊本県 1,983,821 1.25 ○

Ａ Ｂ Ａ ＣＡ Ｂ○ Ａ Ａ Ａ○ ○ ○ ○

ー B

10 長崎県
長崎市
西海市 西彼杵半島

にしそのぎはんとう
長崎県 2,291,683 1.60 ○

A A A AAA○ A A A○ ○ ○ ○9 福岡県 うきは市 浮羽
うきは

福岡県 1,453,002 1.39 ○



平成２０年度　新規採択に係る事前評価実施地区一覧表
３　補助事業
（３）森林居住環境整備事業

総便益　　Ｂ 総費用　Ｃ  分析結果 Ⅰ　必須事項 　　　　　　　　　Ⅱ　　優先配慮事項
事業実施地区名 事業実施主体 （千円） （千円） １ 有効性 ２　効率性 ３　事業の実施環境等

整理 都道府 種 Ｂ／Ｃ
番号 県名 市町村名 地区名 (1) (2) (1) (1) (2) (3)

類
1 2 3 4 5 6 ① ② ① ② ③ ④ ⑤

備 考

① 0
② 0
③ 0
④ 962,249
⑤ 1,093,333
⑥ 589,483
⑦ 0
⑧ 47,493
⑨ 0
⑩ 0
⑪ 49,314
計 2,741,872
① 0
② 0
③ 0
④ 2,906,433
⑤ 611,388
⑥ 0
⑦ 0
⑧ 56,236
⑨ 0
⑩ 0
⑪ 361,789
計 3,935,846

【便益の種類】
　総便益の内訳については、便益の種類（①水源かん養便益、②山地保全便益、③環境保全便益、④木材生産等便益、⑤森林整備経費縮減等便益、⑥一般交通便益、⑦森林の総合利用便益、 ⑧災害等軽減便益、⑨維持管理費縮減便益、
⑩山村環境整備便益、⑪その他の便益）を種類の欄に番号を付した上で各便益を記載。
　なお、「⑥一般交通便益」は国土交通省の道路、街路事業と算定手法を共通化している。

Ａ ＡＡ Ａ Ａ ＣＡ Ａ○ Ａ Ａ Ａ○ ○ ○ ○

Ａ Ａ

14 鹿児島県
熊毛郡

屋久島町
屋久島南部
やくしまなんぶちく

地区
鹿児島県 2,313,458 1.70 ○

Ａ Ａ Ａ ＢＡ Ｂ○ Ｂ Ａ Ａ○ ○ ○ ○13 鹿児島県 出水市 出水地区
いずみちく

鹿児島県 1,688,555 1.62 ○


